
『バーチャル歴史京都AR』アプリについて

今年度の山鉾巡行中止を受けて、既存の『バーチャル平安京AR 』
アプリに山鉾をARやVRで体感するメニューを追加し、アプリの
機能及びデータ・コンテンツの拡充をしました。

祇園祭内容が加わるので、アプリ名を『バーチャル歴史京都AR』に
変更して、アップデート・リリースをいたします。

【追加機能内容】

「どこでも山鉾」・・任意の場所に山鉾3DモデルをAR表示します。
3Dモデル３基の切替、拡縮、回転・移動が可能です。

「平安京VR」・・・・大内裏内（千本丸太町付近）の360度画像を追加しました。
「LINK」・・・・・・関連情報（URL）を拡充しました。
「平安京AR」 ・・・変更はありません。



起動からの画面遷移

【タイトル画面】 【タイトル画面】注意が出ます 【トップ（メニュー）画面】



【平安京AR を選びます】

１ 平安京AR 機能（以前と変化なし）

【現地にて平安京大内裏3DモデルがAR表示されます】



【平安京VR を選びます】 【各画像例：ズームも可能です】

２ 平安京VR 機能（大内裏内の画像が増えました）

【360度画像の位置がマップ上に表示されます】



地面を認識させ任意の位置に山鉾モデルを配置、画面上で回転・移動操作が可能です。
初期表示は10%程度のサイズで表示され、左側のスケールバーで実サイズ（100%）にも変更可能です。

【どこでも山鉾 を選びます】 【大船鉾、船鉾、鷹山の３基が切り替え表示できます】

３ どこでも山鉾 機能（新機能）



４ リンク集（情報が増えました）

【LINK を選びます】
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